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「越前市第６期高齢者福祉保健計画・介護保険事業計画（案）」 
に関するパブリック・コメント結果 

案件名 越前市第６期高齢者福祉保健計画・介護保険事業計画（案）について 

実施期間 平成 26 年 12 月 15 日(月)～平成 27 年 1 月 15 日（木） 

趣旨 

越前市では、高齢者に関する各種の福祉保健事業及び平成１２年度から始まった

介護保険制度の円滑な実施に関する総合的な計画（法定計画）である「高齢者福祉

保健計画・介護保険事業計画」は、３年ごとに見直し策定を行います。 

 いわゆる団塊の世代の高齢化と相まって認知症高齢者の大幅な増加が見込まれて

おり、高齢者の生活を支えて行くためには介護保険サービスの確保だけでは十分と

はいえません。第５期で開始した「地域包括ケアシステム」の構築に向けた取組み

を強化するために、越前市第６期高齢者福祉保健計画・介護保険事業計画を策定し

ます。 

意見 

提出者数 

（件数） 

 １５人（１５件） 

  40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 未記入 合計 

男性  1 3     4

女性 4 1 1 1 3  10

未記入   1 1

合計 4 1 2 4 3 1 15
 

意見に対 

する回答 
以下のとおり 

 

No 
年齢 

性別 
該当する箇所 ご意見の要旨（原文） 越前市の回答 

１ 80 代 

女性 

Ｐ33 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地域で暮ら

せるまちづくり 

(6)外出しやすいまちづく

り 

70 歳以上の高齢者に、

玄関から玄関まで行ける

タクシーの割引や回数券

等を出せませんか。 

この計画では、「住み慣

れた地域で暮らせるまち

づくり」として、「外出し

やすいまちづくり」を進め

ることにしており、市民バ

ス等の利用促進や、公共交

通機関をできない高齢者

への外出支援などを計画

的に充実していきます。 
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２ 40 代

女性 

Ｐ28 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

域で暮らせるま

ちづくり 

(2)介護保険サー

ビスの充実 

 

介護の必要のない中高年

は、怪我や骨折をした場合、

病院でのリハビリ終了後

に、利用できるリハビリ施

設がありません。 

介護保険制度では、政令で定め

られた特定疾病の場合は、４０歳

～６４歳の方も介護保険サービス

を利用でき、通所リハビリテーシ

ョン等のサービスを受けることが

できます。なお、特定疾病以外の

場合は、医療機関等にご相談いた

だきますようお願いします。 

３ 80 代 

女性 

Ｐ20 

第 3 章第 3 節 

1 健康でいきい

きと暮らすまち

づくり 

(1)介護予防の推

進 

高齢者の閉じこもり防止

にサロンを町内ぐるみで支

援いただき開催している

が、参加者が少ない。特に、

男性が少なく、どのように

したらいいか困っていま

す。 

この計画でも、「健康でいきいき

と暮らすまちづくり」において「介

護予防の推進」を重点項目として

おり、ご指摘の点は、課題として

とらえています。市としては、今

後とも介護予防事業の普及啓発

や、リーダーの育成支援に努めて

まいります。 

４ 60 代 

男性 

Ｐ34 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(1)在宅医療と介

護の連携強化 

(2)認知症施策の

推進 

(4)地域包括ケア

システムの構築 

高齢者や後期高齢者が増

加する中で、老々介護、認

知症高齢者や一人暮らし高

齢者も増えており、その人

が暮らしやすい環境等（在

宅医療・介護）の体制を早

急に整えるべきです。 

この計画では、「支え合い、安心

して暮らせるまちづくり」におい

て「在宅医療と介護の連携強化」、

「認知症施策の推進」及び「地域

包括ケアシステムの構築」を重点

項目に据えており、在宅で安心し

て生活できるような取り組みを計

画的に進めてまいります。 

 

5 

 

40 代 

女性 

Ｐ20 

第 3 章第 2 節 

基本理念  

安心して暮らせ

る長寿社会の実

現 

Ｐ27 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

・居場所づくり、集まる場

所 

・ショートスティのときの

送迎サービス 

・人工透析の方の送迎サー

ビス 

この計画では、「安心して暮らせ

る長寿社会の実現」を基本理念に、

高齢者が住み慣れた地域で安心し

て暮らしていけるように、在宅で

の生活支援サービスの充実を計画

的に進めていくことにしていま

す。 

(付記 ショートスティ（短期入所

生活介護）の送迎については、利
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域で暮らせるま

ちづくり 

(1)生活支援サー

ビスの推進 

 

用者の心身の状態、家族等の事情

等からみて送迎を行うことが必要

と認められる利用者に対しては、

介護保険サービスの中で、送迎サ

ービスを利用できますので、ケア

マネジャーにご相談ください。) 

６ 40 代

女性 

Ｐ28 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

域で暮らせるま

ちづくり 

(2)介護保険サー

ビスの充実 

 

医療依存度が高いので上

限を超えてしまう。ヘルパ

ーの医療行為について、柔

軟に対応をして欲しいで

す。 

この計画では、「住み慣れた地域

で暮らせるまちづくり」において

「介護保険サービスの充実」を施

策の一つとしており、サービス提

供体制の整備等に努めてまいりま

す。 

なお、ご指摘の点については、

国において実態に即した見直しが

進められているところです。 

７ 40 代 

女性 

Ｐ35 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(2)認知症施策の

推進 

認知症かもと周囲が思っ

ても、本人は受診したがら

ないので、もの忘れ相談医

に往診してもらいたいで

す。 

この計画では、「支え合い、安心

して暮らせるまちづくり」におい

て「認知症施策の推進」を重点項

目に掲げており、「認知症予防」、

「早期対応」、「若年性認知症・軽

度認知症の人への対策と家族支

援」、「認知症の人と家族を支える

地域ネットワークづくり」に取り

組んでいきます。 

(付記 市には物忘れ相談医療

機関があり、家族やケアマネジャ

ーの気づきを医師につなぐ「物忘

れ相談票」を作成しています。併

せて認知症専門スタッフによる訪

問指導も実施しておりますのでご

相談ください。） 
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８ 80 代 

女性 

Ｐ41 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(4)地域包括ケア

システムの構築 

 

介護保険は助け合いの制

度だと思うので、保険料が

多少上がってもしかたない

と思う。でも、体が悪くな

ったら使わせてもらいま

す。 

市では、この計画で、「地域の

実情に応じて、高齢者が、可能

な限り住み慣れた地域で、その

有する能力に応じ自立した日常

生活を営むことが出来るよう、

医療、介護、介護予防、住まい、

及び自立した日常生活の支援が

包括的に確保される体制」とし

て地域包括ケアシステムの構築

を目指しています。 

９ 70 代 

男性 

Ｐ1 

第 1 章第 1 節 

2 地域包括ケア

システムの構築

に向けて 

Ｐ34  

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(1)在宅医療と介

護の連携強化 

P65 

第 4 章第 6 節 

3 計画推進のた

めに 

①高齢者福祉の費用の負担

について、現役世代の負担

が増えているが、他の財源

で賄う方法がないか。また、

現役世代に負担をかけてい

ることを、高齢者が理解し

ていない。介護保険料が

年々上昇しているが、介護

保険が将来も不都合なく順

調に機能するのか不安で

す。 

また、福祉に関わる財源

が際限なく増えているよう

で不安。福祉と負担の適度

なバランスを市民にわかる

ように知らせてほしいで

す。 

②在宅医療を進めるための

対策が見えない。 

 

 

①この計画は、「いわゆる団塊の世

代が７５歳以上となり高齢化が一

段と進む２０２５年（平成３７年）

の高齢者介護の姿」を見据えて策

定することにしています。ご指摘

の点も踏まえ、地域包括ケアシス

テムの構築等により、持続可能な

制度運営を進めてまいります。 

また、財政状況の公表において

もわかりやすい説明に努めてまい

ります。 

②この計画では、「支え合い、安心

して暮らせるまちづくり」のなか

で「在宅医療と介護の連携」を重

点項目にしており、在宅で安心し

て医療サービスや介護が受けるこ

とができるよう、地域ケア会議、

医療職と介護職の連携を深める多

職種連携会議などを、計画的に進

めてまいります。 

10 50 代

女性 

Ｐ34 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

域で暮らせるま

ちづくり 

高額な費用を要する居住

環境の整備は、住宅改修補

助制度があるものの大きな

問題なので、若い世代から

ライフプランとして啓発し

この計画では、「高齢者にやさし

い居住環境などの整備促進」を施

策の一つとしています。高齢にな

っても、できる限り住み慣れた地

域で暮らしていくことができるよ
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(7)高齢者にやさ

しい居住環境な

どの整備促進 

ていくことが大切ではない

でしょうか。 

う、広い世代に向けた啓発への取

り組みを計画に盛り込みます。 

11 未 記

入 

Ｐ34 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(1)在宅医療と介

護の連携強化 

Ｐ46 

第４章第２節 

4 介護保険制度

改正による利用

者負担の見直し 

介護保険料が値上げされ

続けることに不安を感じま

す。高齢者の増加に伴い、

介護施設の必要性は増して

いくが、大きな施設を建て

るのではなく、地域で身近

な施設を建てていただきた

い。また、介護の自己負担

金を一律一割でなく、要支

援の方は自己負担を増やし

てはどうですか。 

この計画では、在宅での医療と

介護の連携強化が重要と考えてお

り、今後の保険料に大きく影響す

る入所施設の整備については、今

回のパブリック・コメントなどを

参考に、慎重に対応することにし

ています。 

なお、サービスの利用者負担に

ついては、公平性の観点から一部

見直しがされています。 

12 70 代 

男性 

Ｐ22 

第 3 章第 3 節 

1 健康でいきい

きと暮らすまち

づくり 

(2)健康づくりの

推進 

(3)多様な社会参

加の推進 

(4)高齢者の生き

がい対策の推進 

Ｐ33 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

域で暮らせるま

ちづくり 

(6) 外出しやすい

まちづくり 

①高齢者が安全に安心して

活動できるように、各町内

の施設に手すり・スロープ

を設けけるか、補助をして、

応援して欲しいです。 

 

②健康維持、介護予防、障

害予防の観点から、自分に

合った運動・スポーツを継

続的に行うことは非常に大

切。60 歳以上でも働いてい

るので、土・日に公共施設

を開放して欲しいです。 

①この計画では、「外出しやすいま

ちづくり」を掲げ、公共施設など

のユニバーサルデザインの普及に

務めており、高齢や障がいになっ

てもだれもが快適に生活できる生

活環境づくりを目指しています。

②この計画では、健康づくりや生

きがい対策の推進も施策として揚

げており、生活習慣病予防事業の

推進、いきいきシニアクラブ活動

への支援、生涯スポーツの推進な

どに取り組みます。 

なお、土日に利用可能な公共施

設もたくさんありますのでご利用

下さい。 
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13 60 代 

女性 

Ｐ35 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安

心して暮らせる

まちづくり 

(2)認知症施策の

推進 

高齢者元気度調査のもの

忘れ検診は、本人が記入し

ていて間違っているところ

があったことから、本人よ

り家族に送った方がよいで

す。 

この計画では、「支え合い、安心

して暮らせるまちづくり」におい

て「認知症施策の推進」を重点項

目にしています。 

 元気度調査については、ご指摘

の点も含め、より効果的な運用を

図ってまいります。 

14 70 代 

男性 

Ｐ20 

第 3 章第 3 節 

1 健康でいきい

きと暮らすまち

づくり 

(1)介護予防の推

進 

(3)多様な社会参

加の推進 

Ｐ35 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安

心して暮らせる

まちづくり 

(2)認知症施策の

推進 

 

①いきいきシニアクラブで

は、「いきいきサロン」を使

っているので、「いきいきふ

れあいのつどい」を「いき

いきふれあいのつどい・サ

ロン」に変えられませんか。

②いきいきシニアクラブ

が、いきいきサロンやいき

いきシニアクラブの積極的

な加入呼びかけに取り組ん

でいることを追加できませ

んか。 

③介護保険料について、介

護保険料を抑制するには、

まず介護予防。特に、認知

症については、予備軍の高

齢者自身の自覚が一番。対

策として、高齢者の組織化

を推進し、サロンでの脳ト

レや学習を実践することな

ど、高齢者の社会参加を推

進することが大切です。 

①この計画では、「介護予防の推

進」を重点項目の一つとしていま

す。 

ご意見のとおり、「いきいきふれ

あいのつどい」については、「いき

いきサロン」の方がわかりやすい

場合がありますので、併記するこ

とにします。 

②この計画の「多様な社会参加の

推進」に、いきいきシニアクラブ

の取り組み内容を追加します。 

③この計画では、「認知症施策の推

進」を重点項目としており、いき

いきシニアクラブをはじめとした

地域の皆様のご協力を得ながら、

効果的な施策を推進してまいりま

す。 

15 70 代 

女性 

Ｐ20 

第 3 章第 3 節 

1 健康でいきい

きと暮らすまち

づくり 

(1)介護予防の推

進 

①費用負担の公平化から見

て、低所得者には一親等か

らも費用負担をする必要が

あります。 

 

②安易に施設入所が増えて

います。在宅介護の介護者

①サービスの利用者負担等につい

ては、公平性の観点から、国にお

いて、必要に応じた見直しがされ

ています。 

②この計画では、在宅での医療と

介護の連携強化が重要と考えてお

り、今後の保険料に大きく影響す
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(3)多様な社会参

加の推進 

Ｐ28 

第 3 章第 3 節 

2 住み慣れた地

域で暮らせるま

ちづくり 

(2)介護保険サー

ビスの充実 

Ｐ34 

第 3 章第 3 節 

3 支え合い、安心

して暮らせるま

ちづくり 

(1)在宅医療と介

護の連携強化 

Ｐ46 

第４章第２節 

4 介護保険制度

改正による利用

者負担の見直し 

を支援し、家族介護の強化

を。 

小規模多機能型居宅介護の

利用が益々増加しているの

で、本当に困っている人が

利用できるように。 

 

③市も介護予防を進めてい

るが、これにつきる。また、

老人会では実施ししていま

すが、高齢者が、地域の見

守りなどの仕事をするシス

テムを。 

る入所施設の整備については、今

回のパブリック・コメントなどを

参考に、慎重に対応することにし

ています。 

なお、小規模多機能型居宅介護

については、この計画においても

利用増を見込んでいます。 

③この計画では、「介護予防の推

進」を重点項目に掲げるとともに、

高齢者の「多様な社会参加の推進」

も重要と考えています。 

幅広いボランティアの機会の提

供など、高齢者が豊かな知識と経

験を活かして、生きがいを感じな

がら、積極的に地域の中で、社会

参加できる環境づくりを進めてま

いります。 

 


